
地

球

人
や
p
或
は
中
撃
接
女
軍
校
な
'',/J
で
世
鼎
地
理
を
教
授

す
る
際
に
.
紅
折
上
の
事
柄
を
附
即
し
た
い
/̂J
い
ふ
や

う
な
人
の
た
め
p
こ
よ
な
き
良
衰
希
書
を
得
た
二
ビ
/1

倍
す
る
強
て
敏
瓢
を
云
ふ
な
ら
ば
阿
分
薄
い
本
で
あ
る

か
ら
朗
々
に
隔
珊
掻
嬢
の
戒
が
左
い
で
は
な

い
.
従
っ

て
他
日
大
経
済
的
地
理
苔
の
潜
行
を
期
待
す
る
の
は
蓋

予

1
人
の
み
な
ら
ん
や
で
あ
る
P
妄
評
多
罪

(足
惜
烹

図
五
拾
成
)

序
に
云
ふ
石
橋
教
授
の
商
業
撃
校
向
き
の
教
科
喜
ビ

し
て
三
訂
欝
業
教
科
地
埋
数
科
富
日
本
及
外
観
の
部
が

あ
る
P
同
じ
-
富
山
房
の
敬
行
で
あ
る
が
p
併
せ
て
経

糖
地
埋
単
の
盛
者
本
ビ
し
て
推
奨
す
る
O
(膝
E;)

窺

疑

愚

答

(問
)

本
邦
地
質
樹

の
手
頃
な
る

も

の
承
-
L
J
L

(
新
潟
､
M
｡
T

止
)

-I
,

(撃

上
地
貿
調
査
所
編

有
高
分

7
地
質
鼠
(重
点
桝
田
東
陽
党
敢
行
約
六
阿
)

は
同

節

1
i..J;1

i
.I.%

i
ハ

雑

:Ii
人

IO
E
)

二
百
寓
分

7
地
質
固
(墾
雪

丸
聾
礎
行
疋
-H
五
回
)

右
は
共
に
震
農
に
隈
-
現
今
は
手
に
入
る
こ
ビ
難
か
る

べ
し
宥
本
屋
に
親
で
鞭
す
必
婁
あ
-
p
碑
田
菓
榊
保
町

長
門
屋
苔
膳
に
聞
合
は
す

べ
し
.
又
四
十
武
弁

1
飽
貿

間
は
目
下
地
貿
調
査
所
に
て
新
版
撃
.e
計
蓄
車
ど
の
軍

な
-
0
〔ナ
IR
ム
ヲ
)

(問
)

永
山
の
按
近
し
凍
る
時
に
は
泥
水
の
温
度
が
俄

に
昇
る
即
由
如
何
ビ
い
ふ
こ
/̂,
が
小
川
先
生
の
中
等
地

理
串
の
二間
の
中
に
見
え
ま
す
が
p
御
説
明
恵
贈
ひ
LJ
い

(地
球
二
的
新
)

(肇

氷

山

は

淡
水
の
水
飴
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
抽
武

〇
度
で
あ
る
が
.
氷
山
を
流
し
て
偽
る
所
の
南
極
地
方

の
泥
水
の
温
度
は
械
水
な
る
が
虜
め
に
二

三

度
位
ま

で
過
冷

un
de
rcool
さ
れ
て
氷
結
し
な
い
で
ゐ
る
O
そ

れ
敢
氷
山
が
凍
る
5･J
暖
か
い
物
が
流
れ
て
凍
る
こ
ど
に

な
っ
て
水
温
が
俄
か
に
高
ま
る
の
で
あ
る
｡
航
海
者
は

コ

ー

ン

ス
｣
測
微
寒
暖
計
を
轍
に
附
け
て
'
其
の
急
に

昇
る
の
か
見
て
氷
山
の
接
近
す
る
の
を
知
㌔

其
の
危

険
を
股
す
る
二
だ
が
出
凍
る
｡
是
は
教
科
番
に
は
見
え

犯
が
氷
山
の
虞
森

永
)
に
入
る
べ
き
で
あ
る
｡
(下
巴



(閣
)

三
十

i
回
中
等
致
農
地
理
科
検
定
試
験
問
題
中

瑛
石
岡
三

1f;
ふ
地
者
あ
-1
'
い
か
な
る
所
な
る
か
数
示

を
乞
ふ
｡
〔仰
山
､
松
接
地
)

(撃

董
兼
の
サ
兜
縦
谷
奏

油
粕
演
流
域
)
の
殆
ん
.7.jJ

中
部
に
僅
し
北
回
蹄
舘
を
去
る
こ
hjJ
南
に
十
分
ば
か
り

兼
種
山
二
十

叫
皮
十
五
分
に
位
す
p
瀞
譜
に
て
魔
を
パ

''1
コ
,/J
l警
ふ
こ
の
達
意

へ
は
厳
の
生
せ
し
平
原
な
ら
し

故
に
バ
バ
コ
ピ
云
ひ
し
に
準
背
に
て
明
石
聞

ポ
ク
チ
オ

コ
ク
ビ
詳
し
た
る
也
p
清
の
同
治
の
初
年
閑
人
陶
氏
董

酉
の
賂

々
方
面
よ
-
山
を
越
て
釆
卜
土
人
ビ
貿
易
を
始

め
.
つ
い
で
移
民
し
た
る
に
始
ま

-
同
治
の
未
年
に
は

四
十
徐
家
の
洗
族
住
め
わ
し
が
明
治
四
十
年
頃
に
は
人

口
千
三
官
二
十
人
に
蓮
せ
-
近
年
に
至
れ
エ
盤
根
は
撲
字

を
日
本
請
に
改
名
し
て
'
こ
の
他
を
玉
里
ク
マ
ザ
ト
ビ

政
綱
せ
-
下
北
運
漕
魔
所
在
地
tI6
-
花
運
漕
よ
-
餓
塩

の
使
あ
わ
エ
虫
来
よ
-
も
艇
種
餓
迫
あ
-
L
が
咋
十
二
年

に
赤
来
開
拓
曾
融
よ
-
買
取
し
今
日
に
で
は
玉
里
p
毒

北
開
に
も
官
舘
全
通
せ
-
p
こ
の
漕
線
に
は
富
野
豊
田

林
田
等
閉
-
も
犀
し
き
内
地
移
民
部
落
の
新
春
す
る
も

童
終
に
で
は
文
化
最
も
後
れ
.
産
業
の
面

す

べ
き
も
の

･狐

疑

艦
符

だ
て
は

T
製
糖
業
の
あ
る
の
み
p
圧
の
附
進
に
玉
里
温

泉
あ
-
東
商

i
里
.
海
岸
山
脈
紅
蓮
演
の
右
岸
に
任
し

幽
遠
閑
雅
p
浴
室
旅
宿
の
設
備
あ

-
ど

い
ふ
｡
(聯
巴

〔間
)

コ
,
ヤ
シ
及
其
の
分
布
に
つ
い
て
教
示
を
乞
ふ

(桐
山
､
松
萩
生
)

(答
)

椋
欄
斜
や
し
属
(C
o
cos,･1..)
熱
帯
各
地
に
庚
す

る
常
総
喬
木
に
し
て
共
は
大
形
の
網
状
磯
共
に
し
て
樹

幹
の
頂
に
叢
生
す
､花
は
畢
性
に
し
て
雌
花
雄
花
同
様
な

-
果
賓
は
核
某
に
し
て
三
稜
を
布
し
長
さ
八
九
寸
撞
四

五
寸
あ
り
､
強
度
の
内
園
に
あ
る
暦
は
堅
牢
に
し
て
コ

ッ
プ
に
代
用
す

べ
-
肺
乳
の
乾
か
し
た
る
k
,
コ
ブ
ラ
A,J

耶
し
油
を
探
る
ペ
-
椎
孔
の
内

部
に
乳
様
の
汁
液
あ
り

こ
れ
や
土
人
の
重
饗
な
る
食
物
yJ
す
其
分
布
は
阿
弗
利

加
赤
泣
碇
下
ゼ
ネ
ア
渥
岸
の
.多
両
地
及
東
岸

モ
ザ

ソ
ビ

ク
附
近
､
南
米
ア
マ
ゾ
ン
川
及
オ
リ
ノ
コ
流
域
の
平
原

よ
-
'
中

米

パ
ナ

マ
の
北
に
及
び
､
印
既
に
で
は
デ
カ

ン
半
島
S
尖
端
よ
り
;

セ
イ
ロ
ン
島

マ
レ
イ
宰
島
及
附

近
の
島
喚
二
御
領
印
度
支
那
の
苗
鄭
河
岸
か
は
じ
め
p

フ
イ
ソ
ツ
ピ
ソ
以
南
'
ポ
リ
ネ
シ
ア
"'
ク
p
･才
シ
ア
諸

島
に
.
分
布
せ
-
.
(暇
巴

聖
れ

iO
濫



地

球

(問
)

S
ch
n
eiEje
l底

の
火
山
分
析
法
に
就
き
例
を
我
閲

に
取
-
説
明
し
て
下

さ
い
｡
(払
Wi'
穂
本
)

(管
)

本
間
不
二
男
氏
が
こ
の
事

に
つ
い
て
'
基
内
に

記
載

さ
れ
ま
す
か
ら
石
に
封
す
る
谷
は
姑
-
御
符
下
さ

(問
)

北
海
道
の
地
質
岩
石
を
研
究
す
る
た
就

い
て
の

参
考
書
な
-
地
質
固
頻
は
有

-
ま
せ
ん

で

せ

-

か
O

(北
磁
泣
､
越

庶
姓
)

(答

)

北

海

造

山
股
に
亘

っ
た
地
質
岩
石
の
報
文
に
は

次
の
如
き
も
の
Lが
あ
-
･ま
す
.

】,

L
y
m
an
)
B
･
C
･1
A

g
e
ilera
l
rep
o
rt
o
n
th
e
g
e
0

-

10gyofY
es
su,

l∽
77

2
･
雄

慶事
北
面
造

地

質
総
論

明
治
十
蒜

こ
れ
は
前
潜
り
日
本
紺
で
あ
り
文
7
.

.t｡l緬

保
小
鬼
述

北
海
造
地
質
略

葡

明
哲

亭
三
年

4
.紳
梶
小
成
薯

北
面
近
地
褒
報
文

明
軍

手
四
年

甘
五
十
番
分
ノ
]
地
質
附
が
つ
い
て
在
り
ま
す
.

小
.
l

im
b
o
,
K
.-
E
x
p
la
n
a
to
ry
te
x
t
tO
th
e
g
e
o

l･01

g
lCl
i

m
a
p
O
T
I{
o
粁
k
a
?d
6･
Ⅰ
89
0

前
記
地
既
問

の
説
明
聾
で
す
｡

節

一
番

箪
六
舵

警
〇

円0光

6
,
lim
bo
"
}{
･I
G
c
71e
l･a
l
g
e
o
7o
g
icLt1
5訂
tch
of
Ii
?

k
l{a;Ld
5'

w
it11･
･1P
CCi
a

t

rere
l･e

ilCe
tO
th
e
p
e
tr0-

g
r
ap
h
y

.
1

8
9
2
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7
,

石

川

貞
治
p
横
山

聴
次
郎
薯
北
海
道
魔
地
質
調
査

焼
物
調
査
報
文

明
準

亭
七
年

甘
五
十
苗
分
ノ
1
地
質
及
州
鐘
田
が
つ
い
て
在
り
ま
す
.

以
上
の
外

マ
ン
p
-
や
ラ
イ

マ
ン
の
局
部
的
の
報
文

が
数
多
あ
-
ま
す
J

近
頃
に
な
り
ま
し
て
か
ら
の
北
海
道
の
地
質
調
査
報

文
に
は
農
商
静
省
の
堀
物
調
査
報
告

(錯

1
磯
明
治
四

十
四
年
～
窮
三
十
四
舵
大
正
十

叫
年
)
が
あ
-
ま
し
て

莱
-
北
海
道
の
傭
床
地
質
調
査
の
結
基
が
の
せ
で
あ
り

ま
す
.
地
質
間
で
は
左
の
も
の
が
新
し
-
て
最
も
よ
い

も
の
で
す
｡

大
井
土
蔵
近
編

北
海
温
地
質
固

(i(ir童

拷

転

札
幌
市
榊
1梅
田
三
丁
目
六
､
富
栗
廿i'輩
房

雄
行
先
仰
凶
園

上
記
の
外
業
英
汲
防

調
査
骨
報
告
中
の
北
海
遇
の
火

山
の
調
査
報
文
や
札
幌
堀
務
潜
で
出
し
た
夕
張
及
察
知

炭
田
の
調
査
雅
文
が
あ

rJJ

猶
地
学
雑
誌
に
は
北
海
道

の
L地
褒
岩
石
に
つ
き
記
事
論
文
が
散
在
し
て
を
･C
ま
す

(中
村
)


